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予　
　
算

審
査
結
果　
付
託
さ
れ
た
１

議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
渋
川
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

物
価
高
騰
対
策
生
活
支
援
事
業

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
生
活

支
援
の
た
め
、
１
世
帯
当
た
り

３
万
円
を
給
付
す
る
事
業
で
す
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
15
歳
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
、
県

下
一
律
で
今
年
10
月
か
ら
18
歳

ま
で
年
齢
を
引
き
上
げ
る
た
め

の
予
算
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

電
子
地
域
通
貨
活
用
地
域
経
済

活
性
化
事
業

　
市
内
経
済
の
循
環
を
図
る
た

め
、
渋
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
支
払
い
に

対
し
て
、
支
払
額
の
20
％
分
を

還
元
す
る
事
業
で
す
。

質
疑

事
業
の
目
的
及
び
制
度

設
計
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

答
弁
　
物
価
高
騰
へ
の
対
策
と

し
て
消
費
喚
起
、
事
業
者
支
援

を
行
い
、
併
せ
て
渋
Ｐ
ａ
ｙ
の

予
　
　

算

○　元気が出る街づくり
　１　敷島駅１００周年に向けて
　２　育都のまちに向かって

Ｐ８	 須田　勝　議員

○　育都における子育て支援について
○　市内の河川管理について
○　市行政における自治会への委託内容は

Ｐ８	 加藤　幸子　議員

Ｐ７	 福島　丘泰　議員

○　笑顔あふれる渋川のために
　１　古巻公民館整備事業
　２　ＪＲ八木原駅周辺整備事業
　３　自治会の課題
　４　新産業ゾーン

Ｐ７	 山内　崇仁　議員

○　防災対策
○　公園管理

Ｐ９	 田中　猛夫　議員

○　市政運営について
　１　農業振興対策
　２　個人情報の保護
　３　予算（物価高騰対策及びＩＨ調理器購入費等
　　　助成について）

Ｐ９　　角田　喜和　議員

○　渋川市のデジタル行政について
○　ユートピア赤城の再開はどこまで
○　平和の問題について

Ｐ６	 埴田　裕之　議員

○　市民のための渋川市行政へ
　１　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業
　２　渋Ｐａｙ
　３　幹部職員業務
　４　ＪＲ渋川駅周辺整備事業
　５　環境問題

Ｐ６	 茂木　弘伸　議員

○　ＳＤＧｓの視点から考えるまちづくり
　１　ごみ減量化の取組について
　２　食品ロスの取組について
　３　ヤングケアラー対策について

一般質問の詳しい内容は、会議録検索システムまたは議会放映システムを
ご覧ください。渋川市議会ホームページからご覧いただけます。

一 般 質 問 ～ 12人の議員が市政を問う～

※一般質問のタイトル及び質問内容は質問者の責任において作成しています。

　令和５年６月定例会

Ｐ１０	 後藤　弘一　議員

○　市民生活の安全
　１　特殊詐欺被害について
　２　インターネットの誹謗中傷について
　３　ハラスメントについて

Ｐ１０	 髙澤　幹　議員

○　共生社会実現のまち　渋川市
　１　公共施設における「赤ちゃんの駅」の現状
　２　様々な個性に配慮したトイレについて
　３　子どもがどこでも学べるための移動手段

Ｐ１１	 田村　なつ江　議員

○　市民が安全で安心して暮らせるまちづくり
　１　保育所等の課題
　２　地域の環境問題
　３　地域の防災対策
　４　生活道路の整備

Ｐ１１	 中澤　功史　議員

○　渋川の「あるもの」を活用しよう
　１　関係資産の活用について
　２　通学方法の活用について



一 般 質 問一 般 質 問
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ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

質
問

登
下
校
の
見
守
り
に
お
い
て
、

公
募
を
せ
ず
、
設
置
要
領
に
な
い
教
員

Ｏ
Ｂ
市
議
１
名
の
み
を
時
給
１
２
０
０

円
で
令
和
２
年
か
ら
継
続
し
採
用
し
て

い
る
。
教
員
Ｏ
Ｂ
を
採
用
し
た
理
由
は
。

教
育
部
長

学
校
の
実
情
を
よ
く
知
り
、

学
校
現
場
で
安
全
指
導
や
生
徒
指
導
の

経
験
が
豊
富
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｊ
Ｒ
渋
川
駅
周
辺
整
備
事
業

質
問

整
備
さ
れ
た
渋
川
駅
の
乗
降
場

は
危
険
で
あ
り
大
変
不
便
だ
が
、
改
修

工
事
を
含
め
事
業
を
見
直
す
考
え
は
。

市
長

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
と
数
年
協

議
を
重
ね
最
善
の
計
画
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
見
直
す
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

渋
川
駅
前
に
屋
根
は
必
要
だ
が
、

ガ
ラ
ス
製
に
し
た
こ
と
で
工
事
予
定
額

が
約
６
億
円
と
な
り
非
常
識
と
考
え
る
。

さ
ら
に
整
備
後
も
維
持
費
が
生
じ
る
。

発
生
す
る
屋
根
清
掃
の
費
用
と
回
数
は
。

建
設
交
通
部
長

今
の
と
こ
ろ
概
算
の

見
積
も
り
で
１
回
約
80
万
円
、
ま
た
回

数
は
年
１
回
程
度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

渋
Ｐ
ａ
ｙ
カ
ー
ド
配
布
事
業

質
問

事
業
自
体
は
評
価
し
て
い
る
。

ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

ご
み
を
多
く
出
す
と
広
域
組
合

の
負
担
金
増
加
に
な
る
。「
生
ご
み
は

入
っ
て
い
ま
せ
ん
袋
」の
効
果
は
。

市
民
環
境
部
長

堆
肥
化
等
に
よ
り
、

昨
年
度
減
量
で
き
た
可
燃
ご
み
は
、
２

万
９
２
５
６
㎏
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

質
問

雑
が
み
の
回
収
状
況
は
。
ま
た
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
収
集
の
開

始
時
期
は
。
指
定
袋
は
作
製
す
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長

昨
年
度
の
雑
が
み
回

収
量
は
９
１
６
０
㎏
で
し
た
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
は
令
和
６

年
４
月
の
開
始
で
、
こ
れ
に
伴
い
指
定

袋
で
収
集
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問

事
業
の
取
り
組
み
状
況
は
。

市
民
環
境
部
長

対
策
協
議
会
の
開
催
、

フ※

ー
ド
ラ
ブ
協
力
店
制
度
や
フ※

ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
の
実
施
、
食
品
ロ
ス
対
策
自
販

機
の
設
置
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問

食
品
ロ
ス
対
策
自
販
機
の
設
置

状
況
と
設
置
箇
所
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

市
民
環
境
部
長

市
有
４
施
設
に
設
置

し
ま
し
た
が
、
事
業
者
は
廃
棄
商
品
の

縮
減
に
努
め
て
お
り
、
対
象
商
品
は
多

３
月
議
会
で
の
否
決
後
、
よ
り
よ
い
案

を
示
し
、
再
提
案
を
求
め
た
が
、
市
長

は
再
提
案
し
な
か
っ
た
。
議
会
の
提
案

を
事
業
に
反
映
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

市
民
に
い
ち
早
く
支
援
の
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
が
私
の
思
い
で
す
。

市
民
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
議
会
と
連

携
し
て
い
き
ま
す
。

固
定
資
産
関
連
の
個
人
情
報
の
流
出

質
問

市
民
の
個
人
情
報
が
流
出
と
報

道
さ
れ
た
が
、
市
と
し
て
調
査
し
な
い

の
か
。
調
査
し
た
が
事
実
が
な
い
の
か
。

市
長

確
認
を
し
ま
し
た
が
、
そ
う
い

っ
た
事
実
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

く
な
い
よ
う
で
す
。
協
議
を
続
け
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て

質
問

現
状
調
査
の
実
施
状
況
は
。

育
都
推
進
部
長

昨
年
度
、
市
内
中
学

生
を
対
象
に
、
本
人
が
困
っ
て
い
る
状

況
の
把
握
に
重
点
を
置
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

質
問

高
崎
市
で
行
っ
て
い
る「
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
事
業
」の
よ
う
な

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
等
を
実
施
す
る
考
え
は
。

育
都
推
進
部
長

状
況
に
応
じ
た
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

既
存
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
視
野

に
入
れ
、
き
め
細
か
く
対
応
し
ま
す
。

市
民
の
た
め
の
渋
川
市
行
政
へ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
考
え
る
ま
ち
づ
く
り

vol.93広域だより

　令和６年度から渋川市、吉岡町、榛東村ではプラスチ
ックごみの分別収集を開始し、今まで燃えるごみとして
排出されていたプラスチックを資源として回収します。
　これまでプラスチック製容器包装ごみやプラスチック
使用製品ごみは燃えるごみとして収集され焼却処理を
してきました。今後は資源物として収集し、ごみ減量と再
資源化を推進します。
  このことにより、お住まいの自治体のごみ分別方法が
変更されることになります。主な分別方法は、プラスチッ
ク製容器包装ごみ・プラスチック使用製品ごみをまとめ
て指定袋に入れて排出していただくことになります。　
　今後、各自治体では広報紙・ごみカレンダー等により
分別方法が周知される予定ですので、引き続き広報紙
等の確認をお願いします。

　令和５年３月に渋川市、吉岡町、榛東村、渋川地区広域市町村圏振興整備組合はサ
ントリーグループと包括連携協定を締結し、持続可能な循環型社会の実現を目的として、
清掃センターに搬入される使用済みペットボトルをペットボトルとしてリサイクルする、
水平リサイクル（ボトルｔｏボトル）に取り組んでいます。
　使用済みペットボトルの一部をサントリーグループが指定するリサイクル業者へ引き
渡し、それを原材料としてペットボトル製品へ水平リサイクルします。水平リサイクルさ
れたペットボトルは、渋川市半田地内のサントリー榛名工場などで使用されることになり
ます。
　ペットボトルの水平リサイクルは資源を繰り返し循環利用でき、新たな化石由来原料
の使用量を減らすことができ循環型社会の形成につながります。

　渋川地区広域市町村圏振興整備組合
では、埋立終了時期が迫っている現在
の最終処分場にかわる、新たな最終処
分場の建設を予定しています。
　このたび、構成市町村で締結した協
定書に基づき、次期建設予定地となる
吉岡町から次期最終処分場候補地が報
告されました。このことを受け、当組合
では最終処分場建設に向け事業を進め
ることとなります。
　圏域住民の皆様、地元の皆様にとっ
て安心・安全な処分場となるよう計画し
てまいります。

・ペットボトルのキャップとラベルは材質が異なるので外してください。
・ペットボトルはつぶさず分別して出してください。
・各自治体のルールに従いごみ集積場所に出してください。
  

プラスチックごみの分別収集が始まります

ペットボトルの水平リサイクルに取り組んでいます

施
設
使
用
料
及
び
ご
み
処
理
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

渋
川
広
域
斎
場

し
ら
ゆ
り
聖
苑
の
施
設
使
用
料

　令
和
５
年
10
月
１
日
よ
り
、
渋
川
広
域
斎
場

し
ら
ゆ
り
聖
苑
の
施
設
使
用
料
及
び
渋
川
地
区

広
域
圏
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
手
数
料
を

改
定
し
ま
す
。

　今
後
と
も
、
安
心
し
て
施
設
を
ご
利
用
い
た

だ
く
た
め
、
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　渋
川
広
域
斎
場
し
ら
ゆ
り
聖
苑
の
施
設
使
用
料
は
、
利

用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
開
設
当
初
か
ら
料
金
改
定
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
不
安
定
な

世
界
情
勢
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
や
消
費
税
率
の
上
昇
に

よ
り
、
施
設
維
持
に
係
る
経
費
も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　皆
様
に
安
心
し
て
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
施

設
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。

渋
川
地
区
広
域
圏

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
処
理
手
数
料

　　渋
川
地
区
広
域
圏
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
さ
れ

る
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
粗
大
ご
み
等
及
び
事
業
活
動

で
排
出
さ
れ
る
ご
み
処
理
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

　現
行
の
ご
み
処
理
手
数
料
と
処
理
経
費
に
か
い
離
が

発
生
し
て
い
る
た
め
、
経
費
に
見
合
っ
た
適
正
な
負
担

額
と
す
る
こ
と
、
ま
た
手
数
料
の
扱
い
を
10
㎏
あ
た
り

の
単
価
と
し
、
よ
り
搬
入
量
に
適
し
た
金
額
を
徴
収
で

き
る
よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　今
後
と
も
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の
推
進
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※なお、家庭から出るごみで各自治体指定のごみ袋
に入れてごみステーションに排出していただいて
いるものに関しての変更はございません。

施設等の名称

使用料

【消費税率 10％を含んだ総額表示】

（新）しらゆり聖苑施設使用料金表

火葬室

式場

控室

待合室

霊安室

会議室

種別
単位

１体

１体

１体

   １個

１頭

１頭

１頭

１頭

午前

午後

１回

１回

１回

１回

１回

１回

１回

無料

無料

無料

   

30,000 円

20,000 円

10,000 円

   2,200 円

11,000 円

7,700 円

5,500 円

3,300 円

38,500 円

38,500 円

3,300 円

5,500 円

3,300 円

3,300 円

5,500 円

3,300 円

3,300 円

6,600 円

33,000 円

23,100 円

16,500 円

9,900 円

77,000 円

77,000 円

6,600 円

11,000 円

6,600 円

6,600 円

11,000 円

6,600 円

6,600 円

※12歳以上の遺体

特大

大

中

小

※12歳未満の遺体

手術肢体及び胞衣等

第１式場又は、
第２式場

通夜後の棺留置

第１・第２洋室

第３・第４和室

第５洋室

霊安室

会議室

控室
（親族及び導師控室）

小動物等

※生後１箇月未満の
遺体及び死産児

渋川広域圏住民
（圏域内）

渋川広域圏住民以外
（圏域外）

※印は消費税課税
対象外

ごみ処理手数料の改定

手数料の区分 現　行
令和５年９月３０日まで

２０キログラム
につき３００円

１０キログラム
につき２２０円

改定後
令和５年１０月１日から

一般廃棄物（ごみ）

次期一般廃棄物最終処分場候補地を決定しました

ペットボトルの排出方法に変更はなく以下のとおりとなります。

榛東村

渋川市

吉岡町

次期一般廃棄物最終処分場候補地

関
越
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

上
越
新
幹
線

上
越
新
幹
線

エコ小野上
処分場

環境クリーン
センター

清掃センター

上野田

候補地

拡大図

滝沢川滝沢川

県道前橋伊香保線

県
道
渋
川
吉
岡
線

県
道水沢
足
門
線

上野原

プラスチック製容器包装ごみ

令和5年度まで

令和6年度から

プラスチック使用製品ごみ

燃えるごみ袋

プラスチック専用ごみ袋

ラベルはがしを忘れずに！

３ ２

全市民への渋 Pay3000 ポイント
配布事業はやるべき！

令和６年度からプラスチックごみの
分別収集が始まります

※フードラブ協力店：市内飲食業・宿泊業・食品製造業・食品小売業を対象とした渋川市版食べきり協力店
※フードドライブ：家庭や職場などで余った食品を持ち寄り、食べ物を必要とする方々へ寄付する運動のこと

茂木　弘伸

埴田　裕之
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一 般 質 問一 般 質 問
古
巻
公
民
館
整
備
事
業

質
問

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
調

査
の
現
状
と
、
公
民
館
建
設
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
部
長

地
歴
調
査
を
終
え
、
表
層

調
査
に
移
り
ま
す
。
調
査
結
果
に
よ
り
、

今
年
度
に
予
算
が
確
保
で
き
れ
ば
、
令

和
７
年
度
に
事
業
完
了
と
考
え
ま
す
。

質
問

防
災
拠
点
で
も
あ
る
新
古
巻
公

民
館
の
災
害
対
策
設
備
は
。

教
育
部
長

主
な
も
の
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
設
備
・
蓄
電
設
備
や
、
電
気
自

動
車
用
の
充
放
電
設
備
等
の
設
置
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
周
辺
整
備
事
業

質
問

利
便
性
の
向
上
と
児
童
の
安
全

な
通
学
路
確
保
が
目
的
の
本
事
業
、
改

め
て
事
業
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

建
設
交
通
部
長

本
事
業
は
、
駅
東
西

を
結
ぶ
自
由
通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の

整
備
を
行
う
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本

と
協
議
し
、
早
期
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

自
治
会
の
課
題

質
問

自
治
会
役
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
負

担
が
多
く
、
な
り
手
が
い
な
い
と
の
声

を
聞
く
が
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
に
つ

い
て
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
戦
略
部
長

社
会
情
勢
の
変
化
も

あ
り
、
自
治
会
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
庁
を
あ
げ
て

見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
産
業
ゾ
ー
ン

質
問

新
た
な
工
業
団
地
造
成
は
、
市

に
活
力
を
生
む
施
策
に
つ
な
が
る
。
立

地
条
件
の
良
い
半
田
工
業
団
地
を
戦
略

的
優
先
候
補
地
と
考
え
る
が
。

産
業
観
光
部
長

半
田
地
区
も
好
立
地

と
考
え
ま
す
が
、
造
成
費
用
や
農
林
調

整
な
ど
の
課
題
が
ク
リ
ア
で
き
た
場
所

を
候
補
地
に
選
定
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
渋
川
の
た
め
に

古巻公民館の土壌汚染調査始まる

市
民
の
安
心
安
全
の
た
め
に

防
災
対
策
に
つ
い
て

質
問

職
員
に
防
災
士
の
資
格
を
取
得

さ
せ
、
各
職
場
に
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

情
報
防
災
部
長

防
災
対
策
を
行
う
上

で
、
防
災
に
対
す
る
意
識
な
ど
を
有
す

る
人
材
が
多
く
い
る
こ
と
は
望
ま
し
い

こ
と
で
す
。
研
修
等
を
行
い
、
職
員
全

体
の
底
上
げ
を
行
い
ま
す
。

質
問

指
定
緊
急
避
難
所
に
自
治
会
館

等
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
土
石
流
等

に
対
応
し
て
い
な
い
施
設
が
あ
る
。
地

域
に
別
の
避
難
所
が
必
要
で
は
な
い
か
。

情
報
防
災
部
長

地
域
の
指
定
避
難
所

が
対
応
し
て
い
な
い
種
類
の
災
害
発
生

時
の
避
難
場
所
等
に
つ
い
て
、
避
難
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
会
議
時
に
、
そ
の

情
報
を
共
有
し
、
助
言
し
て
い
ま
す
。

質
問

災
害
時
に
避
難
所
と
し
て
利
用

す
る
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

情
報
防
災
部
長

学
校
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

学
校
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
一
時
的

に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
し
て
あ
る
教
室

を
借
り
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

公
園
管
理
に
つ
い
て

質
問

沼
尾
川
親
水
公
園
の
遊
具
が
撤

去
さ
れ
る
が
、
撤
去
後
の
整
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

建
設
交
通
部
長

具
体
的
な
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
段
階
的
に
対
応

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
利

用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

質
問

公
園
管
理
を
福
祉
施
設
等
に
委

託
で
き
な
い
か
。

建
設
交
通
部
長

障
が
い
者
施
設
等
へ

の
作
業
依
頼
の
調
査
を
行
い
、
指
定
管

理
者
と
協
議
し
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手

不
足
の
解
消
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。改修が待たれる沼尾川親水公園

福島　丘泰

山内　崇仁
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敷
島
駅
１
０
０
周
年
に
向
け
て

質
問

市
主
催
で
開
業
１
０
０
周
年
イ

ベ
ン
ト
や
記
念
式
典
実
施
の
考
え
は
。

総
合
戦
略
部
長

１
０
０
周
年
を
契
機

に
、
鉄
道
の
利
用
促
進
や
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
Ｊ
Ｒ
や
地
元

な
ど
の
関
係
者
と
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

群
馬
銀
行
敷
島
支
店
の
建
物
の

活
用
に
関
し
て
、
地
元
の
経
済
団
体
や

住
民
と
の
協
議
・
相
談
の
進
ち
ょ
く
は
。

産
業
観
光
部
長

地
元
か
ら
の
要
望
等

を
踏
ま
え
、
敷
島
駅
周
辺
の
創
業
支
援

制
度
を
拡
充
し
て
き
ま
し
た
が
、
具
体

的
成
果
に
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

駅
前
の
空
き
地
を
地
権
者
や
商

工
会
と
協
議
し
、
開
発
構
想
を
取
り
ま

と
め
て
い
く
こ
と
の
進
ち
ょ
く
は
。

産
業
観
光
部
長

具
体
的
な
開
発
構
想

な
ど
の
政
策
立
案
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
店
舗
等
誘
致
に
向
け

た
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

育
都
の
ま
ち
に
向
か
っ
て

質
問

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
育
都
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
内
容
は
。

総
合
戦
略
部
長

将
来
を
担
う
子
ど
も

を
夢
と
希
望
を
持
っ
て
地
域
全
体
で
大

切
に
育
て
、
渋
川
市
に
暮
ら
す
す
べ
て

の
人
の
幸
せ
を
は
ぐ
く
む
も
の
で
す
。

質
問

全
国
的
に
出
生
数
が
減
少
す
る

中
、
子
ど
も
を
増
や
す
政
策
の
考
え
は
。

育
都
推
進
部
長

国
の
総
合
的
な
政
策

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
よ

る
喜
び
が
増
す
よ
う
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

結
婚
問
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
が
婚
活
事
業
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

育
都
推
進
部
長

市
で
は
、
婚
活
を
推

進
す
る
た
め
、
実
施
す
る
団
体
に
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
婚
活

事
業
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

保
育
士
の
配
置
基
準
は
、
70
年

も
改
善
が
さ
れ
て
い
な
い
。
国
の
配
置

基
準
の
見
直
し
は
。
ま
た
、
市
単
独
で

の
保
育
士
の
増
員
を
。

育
都
推
進
部
長

国
で
は
、
保
育
士
１

人
に
対
し
、
１
歳
児
は
６
人
か
ら
５
人

へ
、
４
・
５
歳
児
は
30
人
か
ら
25
人
へ

基
準
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。
市
で
は
、

国
の
基
準
に
従
い
、
併
せ
て
、
保
育
士

の
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

質
問

国
は
小
中
学
校
体
育
館
の
冷
暖

房
設
置
補
助
率
を
令
和
３
年
度
か
ら
３

年
間
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
た
。
こ
の

機
に
冷
暖
房
の
設
置
、
熱
中
症
対
策
を
。

教
育
部
長

国
の
方
針
で
は
、
冷
暖
房

設
備
設
置
は
、
屋
内
運
動
場
に
も
断
熱

性
確
保
等
技
術
的
な
課
題
を
踏
ま
え
た

上
で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
し
て

お
り
、
市
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

一
級
河
川
管
理
は
群
馬
県
の
責
任

質
問

自
治
会
が
奉
仕
作
業
で
一
級
河

川
の
除
草
作
業
を
し
て
い
る
。
管
理
者

で
あ
る
県
の
責
任
で
実
施
す
べ
き
。

建
設
交
通
部
長

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
一

級
河
川
管
理
は
県
で
す
。
市
民
か
ら
通

報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
県

へ
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
依
頼
の
募
金
に
つ
い
て

質
問

あ
る
自
治
会
が
、
市
か
ら
依
頼

さ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
等
の
募
金
を
集

め
た
が
、
市
に
納
め
ず
違
う
用
途
に
使

用
。
今
後
、
同
じ
不
詳
事
が
起
き
な
い

よ
う
、
市
長
は
ど
う
対
策
を
取
る
の
か
。

市
長

自
治
会
長
が
募
金
の
目
的
で
自

治
会
員
か
ら
集
め
た
お
金
を
、
団
体
に

納
め
な
い
と
い
う
行
為
は
健
全
な
自
治

会
運
営
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
誠
に
不

適
切
な
行
為
だ
と
思
い
ま
す
。
市
と
し 

て
も
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

2024 年に 100周年を迎える JR敷島駅

元
気
が
出
る
街
づ
く
り

育
都
に
お
け
る子

育
て
支
援
に
つ
い
て自治会の高齢化で除草作業が

できない河川

加藤　幸子

須田　勝
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
、

紙
ベ
ー
ス
の
保
険
証
は
残
す
べ
き問題が発生している

マイナンバーカード

生
産
資
材
高
騰
へ
の
支
援

質
問

農
業
は
生
産
資
材
等
の
高
騰
に

よ
り
大
変
厳
し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
。

市
長
は
、
交
付
金
の
中
で
支
援
策
を
検

討
す
る
と
答
弁
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ

う
な
支
援
対
策
を
い
つ
実
施
す
る
の
か
。

産
業
観
光
部
長

肥
料
購
入
費
補
助
等

を
行
っ
て
い
る
国
や
県
の
事
業
効
果
を

見
極
め
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
機
関
や

農
業
者
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
支
援

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

生
産
コ
ス
ト
の
６
割
を
占
め
る

飼
料
の
高
騰
に
よ
り
、
昨
年
、
県
内
47

戸
の
酪
農
業
が
廃
業
し
た
。
県
内
他
市

で
は
、
飼
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
畜

産
農
家
を
支
援
す
る
た
め
、
６
月
市
議

会
に
補
正
予
算
を
提
出
し
て
い
る
。
市

は
、
畜
産
農
家
へ
の
支
援
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

産
業
観
光
部
長

国
や
県
に
よ
る
飼
料

価
格
高
騰
対
策
事
業
等
の
効
果
を
見
極

め
つ
つ
、
関
係
者
か
ら
意
見
を
伺
い
な

が
ら
支
援
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

主
要
生
産
地
で
あ
っ
た
市
の
小

菊
生
産
は
、
品
種
の
市
場
性
の
問
題
で

販
売
額
が
伸
び
な
い
。
生
産
者
は
、
生

産
振
興
対
策
と
し
て
、
市
へ
優
良
品
種

導
入
等
へ
の
支
援
を
求
め
て
い
る
が
。

産
業
観
光
部
長

花
き
組
合
や
Ｊ
Ａ
等

の
意
見
を
聞
き
、
有
効
と
な
る
支
援
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

個
人
情
報
の
保
護

質
問

市
職
員
が
個
人
情
報
保
護
法
等

の
違
反
で
告
訴
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。
市
長
は
、
事
実
確
認
や
防
止
対

策
等
の
説
明
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

市
長

内
容
が
事
実
で
あ
る
か
も
把
握

し
て
お
ら
ず
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
報
道

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
報
道
機
関
の
対
応

と
し
て
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。

質
問

全
国
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
誤
っ
て
他
人
の
情
報
が
登
録
さ
れ

て
い
た
問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
本
市

で
も
発
生
し
て
お
り
、
問
題
の
あ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
中
止
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

情
報
防
災
部
長

本
市
で
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
誤
登
録
の
疑
い
が
発
生
し
て
し
ま

い
お
わ
び
し
ま
す
。
今
回
の
原
因
は
人

的
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
及
び
カ
ー
ド
の
欠
陥
が
原
因
で
は

な
い
た
め
、
国
に
対
し
て
利
活
用
中
止

を
要
請
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問

任
意
で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
が
ひ
も
付

け
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
紙
ベ
ー
ス

の
保
険
証
は
残
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

情
報
防
災
部
長

令
和
６
年
秋
に
予
定

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

保
険
証
の
一
体
化
は
、
一
定
の
経
過
措

置
を
設
け
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正

確
な
情
報
が
な
い
た
め
、
国
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
情
報
収
集
に
努
め
ま
す
。

温
泉
再
開
は
来
年
10
月

質
問

休
館
中
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
赤
城
の

再
開
時
期
と
、
再
開
に
向
け
た
準
備
は

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

産
業
観
光
部
長

譲
渡
先
法
人
か
ら
工

程
表
が
示
さ
れ
、
設
備
工
事
の
ほ
か
、

大
広
間
改
修
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
設
備
の

整
備
を
行
い
、
令
和
６
年
10
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

質
問

利
用
者
は
一
刻
も
早
い
再
開
を

望
ん
で
い
る
が
、
改
修
計
画
は
本
当
に

実
行
で
き
る
の
か
。

産
業
観
光
部
長

譲
渡
先
法
人
代
表
者

か
ら
説
明
及
び
文
書
に
よ
る
回
答
が
あ

り
、
法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
再
開

時
期
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計

画
ど
お
り
実
施
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。

高騰を続ける農業用資材

農
業
者
支
援
と
個
人
情
報
の
漏
え
い

角田　喜和

田中　猛夫
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 の行為 あなたの人生も狂わせます

 人のミスを大げさに指摘しない

面と向かって言えないことは書き込まない

 人のプライバシーを尊重する

発信する前に、内容をよく確認する

 の書き込み

本当に大丈夫？

発信前に再チェック！

ストップ！インターネット上の誹謗中傷

渋 川 市

特
殊
詐
欺
被
害

質
問

渋
川
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
趣
旨
と
内
容
は
。

情
報
防
災
部
長

被
害
の
早
期
回
復
や

軽
減
、
権
利
利
益
の
保
護
な
ど
、
犯
罪

被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
市
の
基
本

的
施
策
や
市
の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。

質
問

特
殊
詐
欺
被
害
の
現
状
は
。

情
報
防
災
部
長

令
和
４
年
の
市
内
の

認
知
件
数
は
14
件
、
被
害
額
は
１
億
１

０
２
８
万
円
で
す
。
令
和
元
年
以
降
、

被
害
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

質
問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
と
は
。

総
務
部
長

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
他

人
に
対
す
る
発
言
や
行
動
な
ど
に
よ
り
、

相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
こ
と
、
尊
厳
を

傷
つ
け
る
こ
と
、
不
利
益
や
脅
威
を
与

え
る
こ
と
な
ど
を
い
い
ま
す
。

質
問

議
員
か
ら
市
職
員
へ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
実
態
調
査
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

市
長

議
員
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
職
員
が
威
圧
感
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
、
業
務
に
支
障
を
来
す
な
ど

の
報
告
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早

急
に
調
査
を
行
い
、
対
策
を
講
じ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
誹
謗
中
傷

質
問

渋
川
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

誹
謗
中
傷
等
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援

に
関
す
る
条
例
制
定
後
の
実
績
は
。

情
報
防
災
部
長

条
例
に
基
づ
く
支
援

事
業
の
実
績
は
、
職
員
対
応
の
相
談
が

10
件
、
弁
護
士
無
料
相
談
が
４
件
、
弁

護
士
費
用
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問

人
権
侵
害
行
為
の
対
応
は
。

情
報
防
災
部
長

誹
謗
中
傷
等
に
よ
る

人
権
侵
害
に
対
し
、
市
の
責
務
と
し
て
、

相
談
支
援
や
弁
護
士
費
用
の
助
成
を
実

施
し
、
被
害
者
等
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
に
お
け
る「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

質
問

市
内
の
公
共
施
設
数
、
そ
の
う

ち「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」登
録
数
は
。

育
都
推
進
部
長

誰
も
が
気
軽
に
利
用

で
き
る
建
物
施
設
は
約
１
７
０
施
設
で

あ
り
、そ
の
う
ち
の
46
施
設
を「
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
」と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

質
問

男
女
別
ト
イ
レ
へ
の
お
む
つ
交

換
台
の
設
置
状
況
や
、
授
乳
設
備
に
つ

い
て
の
詳
細
情
報
の
提
供
は
可
能
か
。

育
都
推
進
部
長

各
登
録
施
設
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
内
容
や
設
備
状
況
等
を
確
認

の
上
、
利
用
者
側
の
視
点
に
立
っ
た
丁

寧
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
個
性
に
配
慮
し
た
ト
イ
レ

質
問

色
覚
障
が
い
者
や
視
覚
障
が
い

者
に
対
応
す
べ
く
、
ト
イ
レ
の
場
所
、

使
用
可
否
の
表
記
等
の
工
夫
は
。

情
報
防
災
部
長

共
生
社
会
実
現
の
た

め
、
カ※

ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
た
表
示
と
色
以
外
で
使
用

状
況
が
分
か
る
表
示
を
検
討
し
ま
す
。

質
問

ジ※

ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
へ
の
対
応
や
、
多
機
能
・
多
目
的
ト

イ
レ
普
及
に
向
け
た
市
の
考
え
方
は
。

情
報
防
災
部
長

ト※

ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
方
へ
の
ト
イ
レ
利
用
の
配
慮
は
十

分
で
は
な
い
た
め
、
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

子
ど
も
が
ど
こ
で
も
学
べ
る
た
め
の
移

動
手
段

質
問

保
護
者
の
送
迎
無
く
し
て
は
、

公
民
館
や
赤
城
町
に
あ
る「
だ
れ
で
も

広
場
」へ
行
け
な
い
子
ど
も
が
多
い
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

福
祉
部
長

外
出
支
援
を
目
的
に
社
会

福
祉
協
議
会
が
運
行
す
る
無
料
バ
ス

「
福
祉
の
あ
し
」が
だ
れ
で
も
広
場
を
経

由
し
ま
す
の
で
移
動
手
段
の
一
つ
と
し

て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

誹謗中傷の防止と被害者支援

市
民
生
活
の
安
全

共
生
社
会
実
現
の
ま
ち
渋
川
市

赤ちゃんの駅の目印となるステッカー

髙澤　幹

後藤　弘一

※カラーユニバーサルデザイン：多様な色覚に配慮し、情報がなるべくすべての人に正確に伝わるよう、
　　　　　　　　　　　　　　　利用者視点に立ったデザイン
※ジェンダーアイデンティティ：性同一性、性自認
※トランスジェンダー：からだの性別に違和感を持つ状態、またその人
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保
育
所
等
の
き
ょ
う
だ
い
入
所
の
課
題

質
問

き
ょ
う
だ
い
入
所
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
る
よ
う
だ
が
な
ぜ
か
。
受
け

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

育
都
推
進
部
長

保
育
の
必
要
度
が
高

い
児
童
が
多
い
場
合
、
入
所
で
き
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
施
設
に
入

所
で
き
る
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

地
域
の
環
境
問
題（
カ
ワ
ウ
の
被
害
）

質
問

被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地
域

住
民
へ
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
お
う
と
考

え
て
い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長

土
地
の
管
理
者
や
県

の
関
係
機
関
と
科
学
的
知
見
に
基
づ
く

対
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

声
に
耳
を
傾
け
、
丁
寧
に
進
め
ま
す
。

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
に
つ
い
て

質
問

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
等
が
活
動

す
る
た
め
の
費
用
・
経
費
は
ど
こ
か
ら

支
出
す
べ
き
な
の
か
。

情
報
防
災
部
長

上
限
が
あ
り
ま
す
が
、

活
動
に
掛
か
っ
た
費
用
に
対
し
て「
自

主
防
災
組
織
等
活
動
支
援
補
助
金
」で

補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

市
が
認
定
し
た
自
主
防
災
リ
ー

ダ
ー
等
の
方
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

情
報
防
災
部
長

有
事
の
際
に
役
立
て

る
に
は
、
研
修
や
訓
練
を
重
ね
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
会

に
相
談
し
、
研
修
等
を
行
い
ま
す
。

生
活
道
路
の
整
備

質
問

北
橘
町
の「
小
室
地
区
道
路
改

良
事
業
」は
緊
急
車
両
の
出
入
り
も
難

し
く
優
先
的
に
進
め
る
事
業
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

市
全
体
の
中
で
優
先
順
位
を
つ
け
て
、

道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

関
係
資
産
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

連
携
協
定
の
今
後
の
活
用
に
向

け
て
の
取
り
組
み
・
施
策
に
つ
い
て
、

渋
川
の「
資
源
」と
関
連
さ
せ
て
説
明
を

求
め
る
。

総
合
戦
略
部
長

大
学
や
民
間
企
業
な

ど
協
定
先
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

新
事
業
で
あ
る「
し
ぶ
か
わ
推

し
」に
よ
り
、
掘
り
起
こ
し
て
ほ
し
い

渋
川
の
新
た
な「
資
源
」に
つ
い
て
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
戦
略
部
長

市
の
有
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
を
新
た
な
視
点
で
掘
り
起
こ

し
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

通
学
方
法
の
活
用
に
つ
い
て

質
問

現
在
の
通
学
バ
ス
ル
ー
ト
・
時

刻
表
と
、
利
用
者
で
あ
る
保
護
者
・
児

童
生
徒
の
要
望
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
行
動
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
大
幅

な
変
更
を
す
る
場
合
、
保
護
者
に
事
前

説
明
を
行
い
、
ご
理
解
を
い
た
だ
い
た

上
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

部
活
動
地
域
移
行
に
お
い
て
も
、

親
の
送
迎
が
必
須
か
心
配
す
る
保
護
者

の
声
を
聞
く
。
普
段
の
通
学
や
学
校
再

編
で
も
、
自
転
車
、
路
線
バ
ス
、
通
学

バ
ス
と
い
っ
た
通
学
方
法
の
柔
軟
な
対

応
に
よ
り
問
題
解
決
が
可
能
と
な
る
と

考
え
る
が
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長

地
域
事
情
や
保
護
者
要
望
も

踏
ま
え
な
が
ら
一
定
の
平
等
性
を
保
ち
、

市
の
交
通
政
策
と
と
も
に
安
全
を
確
保

し
た
上
で
、
合
理
的
な
選
択
が
で
き
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

真壁調整池のカワウのコロニー

市
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

渋
川
の「
あ
る
も
の
」を
活
用
し
よ
う市の花あじさいも大切な観光資源

田村なつ江

中澤　功史


